
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※本手引書は、 

近藤克則著 「研究の育て方―ゴールとプロセスの『見える化』」（株式会社医学書院）を

参考に作成したものです。 
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調べ学習と研究の違い 

研究活動とは、先人たちが行った研究の諸業績を踏まえた上で、観察や実験・調査等によって

知り得た事実やデータを素材としつつ、自分自身の省察・発想・アイディア等に基づく新たな知

見を創造し、知の体系を構築していく行為のことである。 

これに対し、調べ学習とは、先人たちが行った研究成果を理解する作業にあたる。 

 

最終成果物（論文）を意識して研究をしよう 

研究活動の最終的な成果物（研究活動のゴール）は論文である。従って、研究する際には、論

文の完成品の姿を知った上で、それに必要な情報やデータを収集することが必要である。 

最終的に論文に記述したり、発表したりすることを考えると、常に次のことを念頭に置いた研

究活動を行うことの重要性に気づくだろう。 

①なぜその実験・調査方法をとるのか、もっと良い方法はないのか？ 

②その実験結果は再現性があるのか、そのデータは信頼性が高いのか？ 

③①②を繰り返し、自分たちの研究を常に批判的に振り返りながら研究を進めていく。 

 

研究の流れ 

①研究ノートを作る 

②研究テーマになりそうな素・種・着想などをリストアップする 

③①に関連した先行研究を批判的に読む 

④研究上の「問い」を考える 

⑤その問いに答えるための仮説を考える 

⑥その仮説を検証できる研究を計画する 

⑦研究テーマを設定する 

（サイエンスはコアテーマと自分たちのグループで行う課題研究の研究テーマを設定） 

⑧必要なデータを収集する 

⑨それを分析して仮説を検証した結果を記述する 

⑩結果の妥当性や、その結果から言えることを考察する 

⑪仮説の検証結果と「問い」に対する答えを導く 

⑫研究成果を発表・論述する 
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用語の説明 

 

コアテーマ 

自然や産業に根差した視点

で課題を見いだし、総合的に

研究を進めるためのテーマの

こと。 

各グループは、そのコア

テーマの課題解決に貢献す

るための研究テーマを設定

し、コアテーマの下に集ま

ったグループ同士で、互い

の研究について情報共有や

批判的議論の積み重ねを行い、互いの研究を深め合う。 

 

背景 

背景とは、研究に取り組む前に明らかにするべき次の３つのことを指す。 

①取り組む研究課題の重要性や意義 

②先行研究でわかっていること 

③重要なのに先行研究ではわかっていないこと 

 

バイアス 

実験や調査、推論の過程において、系統的に真の値から離れた結果（誤差）が生じること。系

統誤差とも呼ばれ、ランダムに発生する誤差とは区別される。 

 例えば、ある施設について、その施設に訪れている人を対象にした満足度調査を行ったとする。

この場合、施設に不満を感じて訪問しなくなった人のデータが含まれないので、真の値からは満

足度の高い方に結果がずれることになる。このような誤差を、バイアス（系統誤差）という。 

（例） 実験・調査の条件（気温・気圧・湿度・季節の違い等）のバラつき 

    実験(調査)者の実験(調査)技能のバラつき         など 

 

参考文献 

研究を進める上で読んだり参考にしたりした、先行研究論文や書籍、記事、インターネットサ

イト上の記事等のこと。 

ここで注意が必要なのは、インターネットサイト上の記事である。インターネットサイト上の

記事は膨大で、真偽のほどが不明なものが多数存在する。引用の際には、「他のサイトではな

く、なぜそのサイトの記事を参考にするのか」を自問しながら引用するようにしてほしい。従っ

て、できるだけ多くのサイトを閲覧し、記事の確からしさを確認する必要がある。 

※ウィキペディア(Wikipedia)については、完全に正しいとも完全に間違いとも言い切れない

部分があるため、本校生徒の課題研究論文への引用の際には、上記下線部について言及した

上で引用することとしたい。 

コアテーマとグループテーマの例 
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先行研究 

先人たちが行った研究のことで、学術論文がそれにあたる。本校の課題研究においては、この学

術論文を先行研究と定義とするが、グループによっては、次の①②の生徒研究をベースにしながら学術

論文も参考にして研究を行ったり、①②の生徒研究のみを先行研究と定義して研究を行ってもよい。い

ずれも、担当の先生とよく相談して決めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校および他校生徒の課題研究論文の探し方 

①生徒サーバー内の「先行研究一覧（高志高校）.xlsx」「先行研究一覧（他校）.xlsx」に過去の

研究テーマ一覧があるので、自分が行いたい研究に関係するテーマを検索する。 

例）アレロパシー、スターリングエンジン、ドミノ・・・等、研究テーマに関連するワードを

入力し検索する。 

②高志高校内に関係する論文が見つかった場合は、テーマ一覧に記載されている保存フォルダ内

の該当ファイル（PDF）を印刷し、チェックリストに沿って批判的に読む。 

③他校の論文内に見つかった場合は、図書館２階の閲覧室に該当冊子が保管してあるので、冊子

を探し、担当教員にコピーを依頼して、チェックリストに沿って批判的に読む。 

 ※冊子は北から順、学校名順に並んでいるので、戻すときには正しく戻すように気を付けるこ

と。 

※冊子は１冊ずつしかないので、担当の先生にコピーを依頼するとき以外は絶対に図書館から

持ち出さないこと。 

 

 

 

  

①本校生徒の研究（※生徒サーバー内にＰＤＦデータとして蓄積） 

 

②他校（ＳＳＨ他、研究指定校）の生徒研究 

③学術論文 Ci
サイ

Nii
ニ ー

(http://ci.nii.ac.jp/) 

J-STAGE(https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja/) 

IRDB(https://irdb.nii.ac.jp/) 

google scholar
ス カ ラ ー

 (http://scholar.google.co.jp/)     などで検索 

※ダウンロードできない学術論文もある 

※大学教授が開設しているＨＰでダウンロードできる場合もある 

 

生徒サーバー：\\server02\生徒共通\高校\生徒共有フォルダー\KoA_先行研究 
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様式（サイエンス） 

発表要旨・論文 

発表要旨および論文は、正確に、下記の要領を守って作成してください。 

1.体裁について  

(1)ファイル形式:.doc形式 (他のファイル形式は不可)  

(2)分量 :A4サイズ（要旨：1ページ、論文：5ページ以上） 

(3)ページ設定 :余白:上下左右 25mm、文字数 37、行数 42、１段組み 

(4)英数字 :半角  

(5)その他 :適宜、写真・グラフ等を掲載 

2.必須項目（記載場所・内容） 

記載場所 内容 解説 

1行目 タイトル 

（発表テーマ） 

MSゴシック、11ポイント、太字、中央揃え 

2行目 発表者氏名 MS明朝、11ポイント、姓と名の間は半角スペース 

複数の場合は、氏名間を全角スペースとして、中央揃えとして横

書きし、最大 2行以内とします。 

4行目 

以降 abstract 

Century、11ポイント、要旨は最大 5行以内とします。論文は行数に

制限はありませんが、あまり長くなりすぎないようにしてください。  

研究の重要な内容を簡潔かつ正確に英語で記述します。 

本

文 

 見出し:MSゴシック、11ポイント、太字、左寄せ  

説明文:MS明朝、11ポイント 以下、和文（英語可）で記述します。 

研究の背景

と目的 

研究の背景について記載するとともに、研究の目的を記載します。 

 

方法 要旨：研究手順や方法の概要を、特徴的な点に焦点をあてて記載します。 

論文：研究手順や方法の詳細を、他者が追試できるよう具体的に記載します。 

結果 研究結果を、データ等を添えて記載します。 

考察 結果に対する科学的考えを記載します。 

結論 目的、方法、結果・考察との整合性に配慮し、結論を記載します。

今後の課題や方向性を記載します(要旨は必要に応じて記載)。 

参考文献 要旨：研究中に参考にした、書籍、論文、情報等の主要なものを記載します。 

論文：研究中に参考にした、書籍、論文、情報等の全てを記載します。 

謝辞 論文のみ記載します。材料提供や指導などで研究に協力した頂い

た方々に対して感謝の気持ちを記載します。人物以外に研究機関

や会社なども対象に含みます。 

キーワード 研究の特徴を表す語句を記載します。 

その他 要旨のみ記載します。この発表テーマが学校内の先行研究に基づ

く(例えば歴代の先輩の研究を受け継いでいる等)場合は、その旨

記載してください。他校の研究を引き継いでいる場合は記載不要

です。 
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発表要旨・論文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

論文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

余白:上下左右 25mm、文字数 37、行数 42、１段組み 

 

タイトル（研究テーマ）MS-ゴシック 11point 

高志 太郎 高志 花子 〇〇 〇〇本文 MS-明朝 11point 

 

abstract  Century 11point 

※本文中の文献引用書式： (執筆者名, 〇〇〇
西暦

〇)/( http://www.…) 

１．研究の背景と目的（MS-ゴシック 11point 太字 左寄せ） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・MS-明朝 11point 

 

２．方法（MS-ゴシック 11point 太字 左寄せ） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・MS-明朝 11point 

 

３．結果（MS-ゴシック 11point 太字 左寄せ） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・MS-明朝 11point 

 

４．考察（MS-ゴシック 11point 太字 左寄せ） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・MS-明朝 11point 

 

５．結論（MS-ゴシック 11point 太字 左寄せ） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・MS-明朝 11point 

 

６．参考文献（MS-ゴシック 11point 太字 左寄せ） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・MS-明朝 11point 

※書式：著者,(発行年),書籍名,出版社／執筆者,(発表年),論文タイトル,論文掲載雑誌等／

http://www.… 

７．キーワード（MS-ゴシック 11point 太字 左寄せ） 

〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇MS-明朝 11point 

 

８．その他（MS-ゴシック 11point 太字 左寄せ） ※要旨のみ記載します。 

「研究テーマ」（研究者名） 〇〇年度高志高等学校課題研究 MS-明朝 11point 

 

※論文のみ謝辞を記載します（フォント等は同上） 

７．謝辞 ８．キーワード ※論文では、「その他」は記載しません 
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様式（グローバル） 

発表要旨・論文 

発表要旨および論文は、正確に、下記の要領を守って作成してください。 

1.体裁について  

(1)ファイル形式:.doc形式 (他のファイル形式は不可)  

(2)分量 :A4サイズ（要旨：1ページ、論文：5ページ以上 6ぺージ以内） 

(3)ページ設定 :余白:上下左右 20mm、文字数 45、行数 45～50、１段組み 

(4)英数字 :半角  

(5)その他 :適宜、写真・グラフ等を掲載 

2.必須項目（記載場所・内容） 

記載場所 内容 解説 

1行目 タイトル（発表テーマ） MSゴシック、14ポイント、太字、中央揃え 

2行目 発表者氏名 MS明朝、11ポイント、姓と名の間は半角スペース、右揃え 

複数の場合は、改行して右揃えとします。 

4行目 

以降 abstract 

Century、10.5ポイント、要旨は最大 5行以内とします。論文は行数

に制限はありませんが、あまり長くなりすぎないようにしてください。  

研究の重要な内容を簡潔かつ正確に英語で記述します。 

本

文 

 見出し:MSゴシック、10.5ポイント、太字、左寄せ  

説明文:MS明朝、10.5ポイント 以下、和文（英語可）で記述しま

す。 

はじめに 研究の背景について記載するとともに、研究の目的（提案内容）を

記載します。 

仮説および

検証方法 

仮説が複数ある場合は、(1)、(2)...と分けて記述します。 

検証方法の具体的方法記述します。インタビュー、アンケート、大

学教員等への聞き取りなどの情報源は必ず明記します。 

検証結果と

考察 

得られた結果を、データ等を添えて記載します。得られた結果に対す

る考察を記載します。複数の項目に分け、小見出しを付けます。 

提案 仮説および検証、考察を踏まえた上での提案を記載します。 

提案を実現することによって、どのような変化や効果が期待でき

るかについても言及します。 

結論 目的、方法、結果、考察、提案を要約します。また、残された課題

や、この研究を今後どのように発展させることができるかを記載

します。 

参考文献 要旨：研究中に参考にした、書籍、論文、情報等の主要なものを記載します。 

論文：研究中に参考にした、書籍、論文、情報等の全てを記載します。 

謝辞 論文のみ記載します。材料提供や指導などで研究に協力した頂い

た方々に対して感謝の気持ちを記載します。人物以外に研究機関

や会社なども対象に含みます。 

キーワード 研究の特徴を表す語句を記載します。 

その他 要旨のみ記載します。この発表テーマが学校内の先行研究に基づ

く(例えば歴代の先輩の研究を受け継いでいる等)場合は、その旨

記載してください。他校の研究を引き継いでいる場合は記載不要

です。 
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発表要旨・論文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

論文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

余白:上下左右 20mm、文字数 45、行数 45～50、１段組み 

 

タイトル（研究テーマ）MS-ゴシック 14point 

高志 太郎 

高志 花子 

〇〇 〇〇 

MS-明朝 11point 

abstract  Century 10.5point 

※本文中の文献引用書式： (執筆者名, 〇〇〇
西暦

〇)/( http://www.…) 

１．はじめに（MS-ゴシック 10.5point 太字 左寄せ） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・MS-明朝 10.5point 
 

２．仮説および検証方法（MS-ゴシック 10.5point 太字 左寄せ） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・MS-明朝 10.5point 
 

３．検証結果と考察（MS-ゴシック 10.5point 太字 左寄せ） 

（１）項目１（MS-ゴシック 10.5point 太字 左寄せ） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・MS-明朝 10.5point 

（２）項目２（MS-ゴシック 10.5point 太字 左寄せ） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・MS-明朝 10.5point 
 

４．提案（MS-ゴシック 10.5point 太字 左寄せ） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・MS-明朝 10.5point 
 

５．結論（MS-ゴシック 10.5point 太字 左寄せ） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・MS-明朝 10.5point 
 

６．参考文献（MS-ゴシック 10.5point 太字 左寄せ） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・MS-明朝 10.5point 

※書式：著者,(発行年),書籍名,出版社／執筆者,(発表年),論文タイトル,論文掲載雑誌等／

http://www.… 

７．キーワード（MS-ゴシック 10.5point 太字 左寄せ） 

〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇MS-明朝 10.5point 
 

８．その他（MS-ゴシック 10.5point 太字 左寄せ） ※要旨のみ記載します。 

「研究テーマ」（研究者名） 〇〇年度高志高等学校課題研究 MS-明朝 10.5point 
 
※論文のみ謝辞を記載します（フォント等は同上） 

７．謝辞 ８．キーワード ※論文では、「その他」は記載しません 
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学びの報告書（手書き または ※ＰＣ） 

本校での課題研究で行った活動について、時系列に沿って報告してください。 

「時  期」欄には活動を行った時期

（西暦で〇年〇月、〇年

〇月～〇年〇月など）を

記入してください。 

「活動内容」欄には、「グループで行っ

た研究活動」および「研究

活動におけるあなたの貢

献」について、チェックリ

ストに沿って記述してく

ださい。 

「資料番号」欄には対応する資料の番号を記入してください。 

 

学びの設計書 

本校を卒業した後の「学びの設計」につ

いて報告してください。 

・チェックリストに沿って「大学４年間

の学び」および②「大学卒業後の展望」

を記述してください。 
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時期 活動内容 資料番号 
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